
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】標本の平均値，標準偏差から，母集団の平均値を推定する方法がわかる。

母集団が非常に大きいとき，母平均の真の値を求めるにはかなりの時間と労力を要する。
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そこで，標本平均を用いて，母平均がどのような範囲にあるか推定する方法を考えよう。

□母平均の推定

　母平均，母標準偏差をもつ母集団から抽出された大きさの無作為標本の標本平均 は，
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近似的に標準正規分布    に従う。

　巻末の正規分布表によると
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がの値を含むことが，約の確からしさで期待できることを示している。この区間を母平均に
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対する信頼度の信頼区間といい，次のように表す。
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　まとめると，次のようになる。
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＜注意＞　「母平均に対して信頼度％の信頼区間を求めること」を，

　　　　　「母平均を信頼度％で推定する」ということがある。

　　　　　また，必要に応じて，

　　　　　信頼度％や％の信頼区間を求めることがある。
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　母平均に対する信頼度％の信頼区間の意味を考えよう。
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　標本から実際に得られる平均値 は，抽出される標本に

よって異なる。しかし，大きさの無作為標本を繰り返し

て抽出して，得られた平均値から上のような信頼区間を

多数作ると，その中には を含むものが％ある

ことが期待される。

これが，信頼度％の信頼区間の意味である。

　先に示した 母平均の推定 では，母標準偏差を

用いて，母平均を推定しているが，実際にはの値も

わからない場合が多い。しかし，標本の大きさが大きい

ときは，母標準偏差の代わりに標本の標準偏差
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
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
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の値を用いても差し支えないことが知られている。（あり）

   ( )

  

例題１０）　ある店に入荷した塩の袋のうちから，個を無作為に抽出して重さを量ったところ，

　　　平均値がであった。重さの母標準偏差をとして，塩の袋の重さの平均値を，
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　　　信頼度で推定せよ。

　　標本平均は，母標準偏差は，標本の大きさはであるから，

 

なども活用しよう
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　　　すなわち　　   　　ただし，単位は

　例題の信頼区間を 以上以下 と書くこともある。
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例題１１）　全国から無作為抽出した世帯について，年間の米購入量を調査したところ，

　　　平均値，標準偏差であった。

　　　全国の世帯あたりの平均購入量を，信頼度で推定せよ。
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　　標本平均は，標本標準偏差は，標本の大きさはであるから
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　　　よって，信頼度の信頼区間は
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